が、 前記 諸氏の 大部分の 人々 によって、 私の 当初の 目 

的と は 全く 別な 方向へ 展開せられ、 いは > 側線へ 導か 

れて、 一見 簡単に 片附 けられて しまった やうな 観を呈 

した。 私の 批判者の 大部分 は、 私の 提出した 問題 を 他 

へ そらす ための ポ イン ッ マンの 役割 を 演じた に 過ぎな 

かった。 

これに は 勿論 私自身の、 あの 小論 文 を 起稿す るに 際 

しての 甚だしき 不用意、 用語の 不注意、 引例の 不 妥当、 

論理の 混迷、 非 系統的に 問題 を 無暗に ひろげて しまつ 

たこと 等が 禍 ひして ゐる こと は 私の 躊躇す ると ころな 

く 認める ところで ある。 だが 批判者た ちが、 先づ 事実 



問題の 所在 を 明かに する 目的 を もって 書かれる ので あ 

る。 私 はせ めて 私の 提出した 問題の 意味が 正しく 理解 

される こと を 希望す るの みで ある。 

一 私 は マルクス主義 文学 を 如何 

に 解した か 又 解す るか？ 

私 は先づ y J の 初歩 的な 問題から 説明し て ゆく 必要 を 

感ずる。 何故かと いへば、 私 は 前記の 論文で マルクス 

主義 文学に ついて 論じて みたに 拘 はらず、 マルクス 主 

義 文学と は 何かとい ふ 問題 を 多くの 批判者 は 私と 同じ 



違 ひで ある。 

更に 進んで 私 はかりに 私自身が、 マルクス主義 的ィ 

デォロ ギィの 持ち主で あると 仮り に 定めよう。 (さう 

いふ 仮定 をす るの は 僭越 だと 考 へる 人が あるなら、 私 

のか はりに 田 中 総理大臣 とか へても 差 支へ ない。 仮定 

は 飽くまで も 仮定で あるから だ。) その 私が、 マルクス 

主義 政党の 外に ありて、 党の 仕事と は 関係な く、 た y 

文学的 感興の 湧く がま ゝにー つの 文学作品 を 書いた と 

する。 この場合、 たと ひその 作品が、 マルクス主義 的 

イデ ォロ ギィ につらぬ かれて ゐる としても、 私 は、 そ 

の 作品 を 厳密な 意味で マルクス主義 文学の 作品と は 呼 



ばないで あらう。 何と なれば、 それ は、 マルクス主義 

政党の 仕事 を 意識して か ゝれた 文学で はない からで あ 

る。 これに 反して A とい ふ マルクス主義 作家が、 或る 

明確な 意識 を も つて 大衆 を 啓蒙す るた めに、 社会生活 

に 於け る 極めて 初歩の 階級 性 を 面白く 読ませながら わ 

からせる やうな 一 篇の 大衆 小説 を 書いた とする。 それ 

は、 一 見 マルクス 主義者で なくと も、 良心 ある 作家な 

ら 誰に でも 書け さうな 作品で あっても、 やはり、 私 は 

それ を マルクス主義の 作品と 呼ぶ であらう。 何と なれ 

ば、 この場合に は 党の 仕事、 従って それから 規定され 

た 作家と しての 彼 自身の 任務が 十分に 意識され てゐる 



こと は あとで 説明す る。 

ところで この場合 レ— ニンが 文学者に は 最大限の 自 

由 を 与 へ なければ ならぬ と 言 つたの は、 無制限の 自由 

を 与へ なければ ならぬ と 言 つ た のと はちが ふ y J とを理 

解し なければ ならぬ。 即ち 最大限と いっても 矢張り 限 

度が あるので あって、 その 限度 は 政治的に 規定され る。 

マルクス主義 作家が どんな 自由 を もつ にしても、 反 マ 

ルクス 主義 思想 を 宣伝す る やうな おそれの ある 作品 を 

書く 自由 ももたなければ、 更に 甚だしき は、 同じ マル 

クス 主義者と 称しつ ゝ、 党の 政策に 反対す る 小数 反対 

派の (現在の ロシアで はたと へば トロツキズムの) 思 



文学と は 無関係で あり、 その 中には この 意味の 大衆 文 

学 も あれば 極めて 非 大衆 的な 文学が あっても 差 支へ な 

いので あり、 その 逆に、 前衛の 文学と いふの も、 前衛 

のために 書かれる 文学の 意味ではなくて、 前衛が 大衆 

のために 書く 文学 も 含まれて ゐ るの みか、 むしろ この 

場合 は 後者の 方が 普通で ある 位で あるので ある。 

以上で、 私が、 マルクス主義 文学と いふ 言葉 を 如何 

に 解して 来た か、 又 現在 如何に 解す るかと いふ こと は 

ほ、 V 明かに なった であらう。 これで もま だ 不明瞭 だと 

いふ 人に 対して は、 私 は 遺憾ながら これ 以上 はっきり 

説明す る 術 を 知らないと 答へ てお くよ リ他 はない。 



すぐれた 資質 を もって ゐる ために 偉大な ので ある。 そ 

れは 私の 言葉に よれば、 「芸術的 価値」 の 優越して ゐる 

ために 偉大な ので ある。 キップリングが すぐれた 詩人 

であるの は、 彼の 詩が イギリスの 帝国主義的 思想 を 歌 

つて ゐる だけの ためで はない と 同じく、 ゴリ キイの 小 

説が 偉大な の は 彼の 作品が 社会主義 的 思想に 浸透して 

ゐる だけの ためで はない。 両者 は、 共通の 芸術家と し 

ての 偉大 さ を もった めに、 少なくも、 そのため にも 偉 

大 なので ある。 私が 「芸術的 価値 は マルクス主義 イデ 

ォロ ギィゃ 政治 闘争と 直接の 関係 を もたぬ」 と 言った 

の は (この 言 ひ 表 はしかた が 拙劣で あるの は 別と して) 



拡大して、 マルクス主義と 相容れな いもの は 凡べ て歴 

史の 中へ 編入し、 現代の 大衆 を 活発に 支配して ゐる文 

学 作品で も、 明日の 大衆 を 支配し つ、 V けて ゆく であら 

うと ころの 作品です らも、 一切合財、 歴史的 価値と い 

ふ 合 財 袋の 中へ 入れて しまへば、 それで 問題 は 片附ぃ 

て しまったと 考へ るので ある。 だが この種の 人た ちが 

過去帳の 中へ 記入して しまった 価値が、 現代の 生きた 

大衆 を 生き生きと 支配して ゐる ことに は、 遂に 彼等 は 

気がつか ぬので ぁリ、 気が ついても それ を 公言す るの 

を は V かるので ある。 何故かと 言へば、 この種の 人た 

ち は 事実よりも 一 つの 公式の 方が 大事な のであって、 



しかも この 公式 は、 事実の 暗礁の 中 をよ けて 通って ゆ 

かねば すぐに 壊れて しま ふ 程 脆弱な もの だからで ある。 

今一 つの 場合 を 私 は 指摘しょう。 或る 作家た とへば 

片岡鉄 兵、 もしくは 細 田民樹 とい ふ 作家が、 その 文学 

的 生涯の 或る時 期に、 非 マルクス主義 陣営から、 マル 

クス 主義 陣営に 移籍し、 はっきりした マルクス主義 的 

イデ ォロ ギィを 獲得す ると 同時に、 その 所属 団体の 紀 

律に 従って 爾後の 文学的 行動 をつ > けて 行った と 仮定 

する。 そして これ は、 この 二人の 作家が それぐ その 

文学 団体 を 統制す る 政治的な 党の 綱領に 忠実で ある 限 

り、 仮定で ある ばかりでなく 事実で ある。 この 「移籍」 



ちに 還元して しま ふことの できな いのは、 次の 例に よ 

りて 明かで ある。 

こ、 に 文学的 タレントの すぐれた A とい ふ 作家と 文 

学 的 タレントの 劣った B とい ふ 作家と が 同時に マル キ 

シ ストに なった とする。 この場合 前者 は 矢張りす ぐれ 

た マルクス主義 作家になる であらう が、 後者 は マル キ 

シ ストに なった とい ふ 理由 だけで はす ぐれた マルクス 

主義 作家に はなれぬ であらう。 だが 後者 はいかに 拙劣 

な 作家で あるに しても マルクス主義 作家で あると いふ 

点に はか はり はない。 とい ふの は 彼 は、 マルクス主義 

政党の 規定す る 紀律に 服して、 一 定の 目的 を 意識して 



的 価値」 が 社会的 価値で ある こと さへ 証明 すれば 私の 

理論が 成立し ないかの やうに しふる ので ある。 

三 芸術的 価値 は 独自性 を もたぬ 

力？ 

私 は 「政治的 価値と 芸術的 価値」 の 中で、 「これ (芸 

術 的 価値) を、 私 は 神秘的な 先験的な もの だと は 解し 

てゐ ない。 それ は 社会的に 決定され る もの だと 信じて 

ゐる」 とわ ざ/ \ こと はって ゐ るのに、 それ を 詳しく 

説明し なかった とい ふ 理由で、 多くの 批判者から 手 厳 



しい 批判 を 受けた。 

だが、 この 批判 は、 厳密に いへば 批判と は 言 ひがた 

い。 何故なら、 私が 今更く ど/ \ しく 説明す る 必要 は 

ない と 思った 事柄 を、 どんなに 詳しく 説明した つて、 

それ は 私の 理論の 補足に なっても 批判に はならぬ から 

だ。 た、 V、 私の 批判者た ちが 独創的で ある 点 は、 芸術 

的 価値が 社会性 を もつ こと、 社会的に 決定され る こと、 

換言すれば 社会的 価値 である ことが 証明され ゝば、 芸 

術 的 価値 は 如何なる 意味に 於いても 成立 しないと 考へ、 

そのつ いでに、 私が まるで、 芸術的 価値 は 社会から 絶 

縁され、 孤立され て、 天からで も 降って 来た やうに 存 



相互依存の 関係に ある ものと して 理解す る 方法 を 確立 

した。 私たち は 今や 社会の 諸 現象 を 統一的に 説明し、 

理解す る ことが 或る 程度まで、 V きる やうに なった し、 

今後 社会科学の 発達 は、 この 見解 を 益々 助長し、 完成 

せしめて ゆく であらう。 これ は 自然科学に 於いても 見 

られ ると ころの 傾向であって、 両者 は 相 まって、 私た 

ちの 統 一 的 世界観の 確立に 貢献し っゾ けて ゆく であら 

う。 そして 社会現象 を 統一的に 理解せ しめる 最もす ぐ 

れた 方法 を 与へ たもの は、 少 くも 現在に 於いて は マル 

クス 主義の 社会 観で ある こと を 私 は 信じて ゐる。 

だが マルクス主義 は、 芸術 も、 宗教 も、 道徳 も、 科 



学 も、 別々 に 無関係に 発達して ゆく もので はなく、 相 

互に 依存し あ ひ、 相関々 係の もとにお かれて ゐる もの 

であり、 しかも これ 等 を ひっくるめての 所謂 上層建築 

の 変化 は、 経済的 基礎の 変化に よって 条件 づ けられる 

ものである こと を教へ はする けれども、 社会の 文化の 

各部 門が それぐ の 独自性 を、 従って 価値 を 失って、 

社会的 価値と いふ 一 つの 価値し か 成立し 得ない など ゝ 

は 決して 教 へない。 かやうな 見方 はたし かに 日本の 或 

る マルクス 主義 文芸批評 家た ちに その 発見の 全 名誉が 

帰せら るべき ものである。 たと へば ブハリ ンは、 r 史 

的 唯物論」 の 中で 文化の 各部 門の 価値と いふ 言葉 を つ 



かって ゐ るし、 もっと 具体的な 例 を あげるならば、 プ 

レハ ノフは 「芸術と 社会生活」 (蔵 原 惟人 氏 訳) の 中で 

『フロ オベルの 「マダム • ボヴァ リイ」 とォ ー ヂェの 

「ル • ジ ヤン ドル • ド • ムシ ユウ. ポア リエ」 とその 芸 

術 的 価値に 於いて いづれ が 高く 立って ゐ るか？』 と は 

つきり 言つ てゐ る。 

そこで 芸術的 価値と は 何かとい ふ 問題が 残される。 

私の 批判者た ち は、 芸術的 価値 を 社会的 価値に 還元 

する ことにより てこの 問題 を 簡単に 片附 けて しまった 

が、 さう いふ ことなら、 十 頁の 唯物史観の 入門 的 パン 

フレット を 読んでも わかる し、 テェヌ の 芸術論 を 二三 



い、 言ひ換 へれば、 彼と 他人との 間の 結合の 手段に 役 

立たない からで ある」 (前掲 書 四 〇 —— 四 一 頁、 傍点 引 

用 者) 

無論 この 引用文に よって 「芸術的 価値」 の 何たる か 

を 理論的に はっきりと 把握す る こと は 困難で ある。 し 

かし 芸術的 価値が 一 つの 独立した 価値 を 形成す る もの 

である こと は 明白に 知る ことができる。 即ち 或る 芸術 

作品のう ちに 表現され てゐる 気分の 高さ 或は 感情の 高 

さ こそ 芸術的 価値の 大 いさな ので ある。 

この 芸術的 価値が、 社会的に 決定され る ものである 

に 拘らず 直接に は 政治的 価 直と 無関係で ある こと は、 



プレハノフの 同じ 書物からの 次の 引用に よりて 明かで 

ある。 

「初期 レア リスト 達の、 保守的な、 そして 部分的に は 

反動的で さへ ある 思想 形態 は、 彼等が 彼等 を 囲繞す る 

環境 をよ く 研究し、 芸術的 意味に 於いて 非常に 価値の 

ある 作品 を 創作す るの を 妨げなかった。 しかし それが 

彼等の 視野 を 甚だしく 狭めた ことに は 何等の 疑 ひがな 

いご (前掲 書 五六 頁、 傍点 引用 者) 

この種の 引用 はいくら でも あげる ことができる であ 

らうが、 た y この 論文 を 煩雑に する だけで あるから、 

た、 V 社会的 価値 以外に その 一 部分と しての 芸術 特有の 



価値 を 認めない 愛すべき 吾が 国の 一 群の マル キ シス 

ト • クリ チックた ちに 反省の 一 つの 材料 を 提供す る だ 

けにと、 V めて おかう。 そして、 正直な マルクス主義 批 

評 家 林 房 雄 氏が、 藤 森 成 吉ゃ前 田 河 広 一 郎の やうな 左 

翼の 作家の 作品と ならべ て、 島 崎 藤 村 や 菊 池 寛の やう 

な 右翼の 作家の 作品 を 賞揚した の は、 政治的 価値と 芸 

術 的 価値と を 分離せ ずして、 如何にして 理解され るか 

を 宿題と して 考 へて 貰う ことにして おかう。 

一 九 二 九 年に 地球の 円い こと を 証明す るの が 退屈な 

仕事で あると 同様に、 芸術作品に 芸術的 価値が あると 

いふ こと を 証明す るの も、 実に 退屈な ことで ある！ 



作品が あると する の は、 その 作品の 価値が 階級 を 超越 

して ゐる ことの 証明に なって 氏の 期待と は 全く 反対の 

結論 を 生む ことになる であらう。 だが 私 は、 これ は 氏 

の 用語の 不用意と して、 同時代と いふの は ほ y 同 階級 

とい ふ 意味に 解すべき もの だと 勝手に 変改しょう。 だ 

がさう 変更しても 氏の 公式 は猶ほ 忽ち 事実と 衝突する。 

文学作品の 評価 は、 決して 全 階級 的に 一 致す る もので 

もなければ、 或る 階級の 作家の 作品が、 他の 階級の 読 

者に 対して 全 的に 魅力 を 喪失す る もので ない。 ドスト 

エフ スキ ー も ァレキ サン ドル • ヂュ マ も 前 時代の ブル 

ジョァ 作家で ある。 だが、 ブル ジョァ 階級が 全 的に ド 



マルクス は、 小宮山 氏が 谷川 氏の 文章の 中から 引用し 

た 言葉に よれば、 次の 如く 言 ひ あら はして ゐる。 

「困難 はむしろ それら (希臘 の 美術 や 英雄 詩) が 我々 

に対して もな ほ 芸術的 享楽 を 与へ 一 定の 点に 於いて は、 

規範と して、 また 到達し 得ざる 模範と して 通用す る こ 

と を 理解す る 点に 存 する ご 

マルクス は 問題 を 正当に 提出した。 こ、 で マルクス 

ははつ きりと ギリシャの 芸術が 我々 に対して もな ほ芸 

術 的 享楽 を 与へ ると 言って ゐる。 ところが 小宮山 氏に 

とって は マルクスに 困難であった ところの ものが 「容 

易に 理解」 できる ので ある。 即ち マルクスが 「我々 に 



ゐる こと、 従って、 マルクス主義 文学の 作品の 評価の 

場合に も、 芸術的 価値 は 政治的 価値のへ ゲモ ニイの も 

とに 立た しめねば ならず、 ある 作品が 芸術的に どんな 

にす ぐれて ゐて も、 マルクス主義 文学の 作品、 一定の 

政治的 任務 を もった 作品と して は、 政治的 価値の 欠如 

のために、 それ は 低く 評価され ねばならぬ こと を 主張 

したので ある。 さう する ことによ りて、 私 は マルクス 

主義 文学 評価の 基準 を 示した。 (それが 間違って ゐる 

と 否と は 別と して。) 

然るに 大宅氏 は、 私の 以上の 主張 は 「マルクス主義 

に 立脚した 文芸 理論 を 樹立す る こと は 全然 不可能」 で 



ある こと を 証明した もの だと 理解す るので ある。 つい 

でに 言って おくが マルクス主義 文学と いふ もの は 既に 

存在す る ものである。 存在す る もの、 意味 を 説明す る 

のが 理論で ある。 私 は それ を 説明す るた めに 先づ 分析 

の 道 をと り、 さう して 分析に よりて 得られた 二つの 要 

素の 結合 関係 をのべ たので ある。 私 は 理論 をた てた の 

であって、 理論 を 不可能 だとした ので はない。 た、 V 不 

可能 だとした の は、 マルクス主義 文学の ほかに も 文学 

が あると いふ 事実 を わすれて、 文学 そのものが マルク 

ス 主義と 密接 不離の 関係に あり、 それ 以外に 文学 はな 

いかの 如き 事実 を 無視した 理論な ので ある。 



を 形成して ゐる」 こと を 示す もの だと 指摘す る だけで、 

氏 自身が この 事実 を 認める のか 拒む のか は 遂に わから 

ない。 こゝ で、 全然と いふの は大宅 氏の 誇張 だから 省 

いて、 いま 大宅 氏の 用語 法 を 借りて、 「文学 芸術が マル 

クス 主義と 独立の 王国」 である こと を 私 は 認めて よい。 

(尤も この 王国と 他 王国と は 互に 独立しながら 頻繁に 

交通し 影響を及ぼ しあ ふので あるが) そして その 王国 

内に は 芸術 そのもの 若く は 文学 そのもの に関する 原理 

が ある こと は 私の かって 指摘した 通りで ある。 これ は 

既に 私が マル クス 主義 文学 を 文学と マ ル クス 主義と の 

一 一 つの 要素に 分析した ことから 当然に 導き出される こ 



とで ある。 それ 自身の 原理 を もたぬ 二つの ものなら 二 

つで なく 一 つであって、 二つの ものが 区別され る 限り、 

一 一 つ は それ， ^別の 原理 を も つ てゐる こと は 自明で あ 

る。 

さて マルクス主義 文学作品に 於け る この 二つの 要素 

の 結合 関係 を 私 は、 政治的 価値が 芸術的 価値に 対して 

力 を もって、 権威 を もってへ ゲモ ニイ を 握る やうな 具 

合に 結合され てゐ るので あると した。 これ は 芸術 文学 

が 政治 闘争の 用具と なる 必要 はなく、 さう でない 文学 

芸術 も あると いふ 事実と、 マルクス主義 はプ ロレ タリ 

ァの 勝利の ために 文化の 凡ての 部分 を 階級 的に 武装し 



なければ ならぬ とい ふ 要請と が、 マルクス主義 文学と 

いふ 一 つの ものに 具体化 される とき、 当然に とる 結合 

関係で ある。 それ は 内面的、 必然的 関係ではなくて、 

言 は y 力に よる、 意志に よる、 権威に よる 結合 関係で 

ある。 従って この 結合 関係 は 安定 的で も 永続 的で もな 

く、 政治 闘争の 終結と ゝ もに 武装 を 解く ので ある。 マ 

ルクス 主義 文学と いふの はブ ルジ ョァと プロレタリア 

との 階級 戦線に 武装して たつ 文学であって、 武装 をと 

いた あとまで も マルクス 主義 文学と 呼び つ 、v ける 必要 

はない。 

尤も 結合 関係 は、 力で、 権威で 結合す るの だが、 一 



たん 結合した あと は 一 つの 作品と しての 調和 を もつ こ 

と は、 ちゃう ど、 水の 中へ インキ を 混ぜる こと そのこ 

と は、 言 は、 V 力で、 権威で 混ぜられる ので あっても、 

混合され た 液体 中には 水と インキと はは なれ，^ にな 

つて はゐ ない のと 同じで ある。 

ところが 以上の 事柄 を 検討して 来た 大宅壮 一 氏 は 

「これ を 要するに 氏 (平 林) に 従へば マルクス主義 文学 

理論 は 決して 最も 正しい 文学 理論で ない ばかりでなく、 

厳密に は 一 種の 文学 理論で さへ あり 得ない」 とい ふ 結 

論 を ひき 出される。 この 途方もない 誤解 もしくは 曲解 

のし かけ は どこに あるか は 誰に だって 明白で ある。 と 



いふの は 氏 は 部分と 全体と を 混同して ゐ るの だ。 私 は 

マルクス 主義者が、 文学の 歴史 を 書き かへ た あの 光輝 

ある 事実、 史的唯物論 による 文学史の 改造 を 決して 低 

く 評価す る もので はない。 或る 意味で は 文学史 家と し 

て も テェヌ よりも プレハノフの 方 を 偉大と さ へ する に 

躊躇し ない。 た y 私が 問題と したの は、 最近に、 (日本 

では この 三 四 年来、 ロシャ でもせ いぐ 十二 三年 来) 

新しく 勃興した マルクス 主 義 文学 —— 意 識的プ ロレ タ 

リア 文学の 作品 を 如何に 評価す るかと いふ 非常に 限ら 

れた 問題だった ので ある。 そして この 問題に 関連す る 

限りの 理論 だけし か 吟味 もしなければ、 私自身 提出 も 



しなかった。 マルクス主義 文学 を 政治的 部分と 芸術的 

部分と にわけ たと き、 私 は 芸術的 部分のう ちへ 当然 史 

的 唯物論の 解釈 を 入れて 考 へて ゐ たので ある。 それ だ 

からこ そ、 芸術的 価値 も 亦 社会的に 決定され ると こと 

はって おいた の だ。 一日 か 二日で 書いた 三十 枚の あは 

た、 V しい 論文で 史的唯物論 を 「批判」 する に は、 私 は 

あまりに 貧 小であった とい ふよりも あまりに 健全で あ 

つたと いふ こと 位 は、 私 は大宅 氏に 認めて 貰 ひた かつ 

た。 

最後に、 私が 二つの 価値の 結合 関係 を、 力に よる、 

権威に よる ものである としたに か、 はらず、 マルクス 



主義 文学 即ち 私に よれば、 政治のへ ゲモ ニイの もとに 

たつ 文学 を 合理化し たの は 「階級と 階級と が、 抑圧 者 

と 被 抑圧 者と いふ 形で 対立して ゐる 社会 を その ま、 に 

してお いて 文学 をた のしむ よりも、 一時 文学 その も 

の、 発達に は 多少の 障碍と なっても、 階級 対立 を 絶滅 

する こと を 欲する からで ある」 と 説明した のに 対して、 

大宅氏 は、 これ は 道徳 論で あり 唯心論で あり、 観念論 

であると、 ありったけの 批難の 言葉 を 並べ、 氏 自身 は、 

マルクス 主義者から とんぼ 返りして 正義 派に なって、 

マルクス主義 文学 は 最も 正しい 文学 だから 支持され る 

の だと 説かれる。 こら は あたかも ッ ガン . バラ ノウ ス 



その 芸術品の 真の 価値で あると 主張した いので ある… 

〜』 

これが 大体に 於いて 氏の 結論で ある。 そして これ は 

私の 考 へと 殆んど 一致して ゐる。 私 はかって、 「文学 

の 本質に ついて」 とい ふ 論文の 中で、 文学の 本質 は 経 

験 的な ものであって、 経験的な もの をす ベて 取り去つ 

てし まへば、 本質 は 消滅して しま ふこと を 説明した。 

勝 本 氏 は 私が 経験的な ものと 言った の を 「側面」 とい 

ふ 言葉で 言 ひ あら はして ゐる だけであって 論旨 は殆ん 

ど 符合して ゐる。 

だが、 芸術 は 社会現象の すべて ^ はない。 その 一部 



分で しかない。 しかも 一 部分と いふの は 量的な 一 部分 

とい ふ 意味ではなくて、 質的に 異 つた 一部分で ある。 

芸術 も 科学 も 社会的な 一 つの 機能 を もって ゐ るが、 そ 

れは 同じ 機能で はない。 両者 は ひとしく 社会に 有用な 

もので あり、 従って 社会的 価値 を もって ゐ るので ある 

が、 その 価値 は 別箇の 価値で ある。 これ はちゃう ど 水 

素 も 窒素 もラヂ ゥムも 物質で あるが、 これ 等の 元素 は 

それ，^ 別箇の 性質 を もって ゐ るのと 同じで ある。 も 

とより これ 等の 性質が、 究極に 於いて ヘリウム 核の 周 

囲に 排列され た 電子の 数に よ つ て 決定され る やうに、 

各種の 社会的 価 B は、 一 つの 社会的 価 B に 帰す る こと 



分類 は 徹底的に 現象 を 理解せ しめる 方法で はない。 徹 

底 的 理解に 達する ために は、 外部 的 分類で なしに、 内 

部 的 分析の 方法に よらねば ならぬ。 私 は 勝 本 氏が 外部 

から 分類した こと を、 内部から その 価値 構成要素 を 分 

析 して、 政治的 〔# 「政治的」 は 底本で は 「政治 団匕 価値 

と 芸術的 価値と いふ 二 つの 価値の 結合 を マルクス主義 

文学の 中に 認めた のであった。 勝 本 氏が 作品の 相貌に 

よって 分った こと を、 私 は 作品の 機能に よって 分った 

ので ある。 

従って 氏が、 私の 所謂 マルクス主義 文学 を、 「昨年の 

三月 十五 日 事件 以後の 政治的 情勢に 結び つ いた 大衆化 



としても (実際、 私 は 少なくとも どんな マルクス主義 

団体の 紀律に も 服して ゐな いとい ふ 点で マルクス主義 

者で は 決してな いこと を 承認す る。 せいぐ マルクス 

主義の 真実性 を 認める とい ふ 意味での 同伴者で しかな 

いこと を 認める。) 凡ての 進歩的 批評の 基準で あると 

信ずる。 た y 或る 作品の イデ ォロ ギィの 稀薄で ある 場 

合 は 芸術 性の み を 批評の 対象と する 場合 も あり、 その 

逆の 場合に は 芸術 性が すぐれて ゐれ ばゐる 程、 深刻に 

批判し なければ ならぬ 場合が ある こと、 並びに 私が 理 

想と して 信じて ゐる こと を 文字通り 実現す る 能力が 私 

にない こと は 認める。 批評と 数学と は その 点で ちが ふ 



の だ。 

七 川口 浩 氏の 理論的 混乱 

「戦旗」 五月 号に 掲載され てゐる 川口 浩 氏の 「平 林 初 

之輔 氏の 所論 その他」 は、 以上に 私が 述べた 問題 以外 

に 何等 重要な 新しい 問題 を 提起して ゐな いの だから、 

特別 こ、 に 論評す る 必要 はない の だが、 た、 V この 論文 

が、 ナップの 機関紙に 掲載され て をる とい ふ 重要 さの 

ために 一 言して おく。 

先 づ氏は 『問題の 焦点 は、 芸術作品の 価 H と は、 社 



会 的 乃至 政治的 価値 以外の 何物で もない か、 或は それ 

以外に 芸術的 価値と いふ 特殊な 価値が 存在す るか どう 

かとい ふ 所に あるら しい』 とい ふ 甚だしく 曖昧な 問題 

のとら へ 方 をして ゐる。 こ、 で 眼 立つ の は、 社会的 価 

値と いふ 一 般 的な 価値と 政治的 価値と いふ 特殊な 価値 

と が 同義語 に 解され て ゐる点 だ。 そして 氏 は 芸術的 価 

値と いふ もの は 成立 しないと し、 芸術の 価値 は、 その 

社会的 価値 乃至 政治的 価値 (乃至 階級 的 価値) にの み 

ぁリ とし、 しかも この 問題 は 既に は 一応 解決され てゐ 

る 問題で あると される ので ある。 無論 氏が 主張され る 

やうに、 奇妙な 風に 解決？ されて ゐ たので あらう。 



芸術で なく、 わかりやす いために 大砲 を考 へて 見よ 

う。 大砲の 価値 は 社会的 価値で あると する 勝 本、 大宅 

氏 等の 考へ方 は、 それだけ では 正しい。 だが、 大砲の 

価値が、 政治的 価値で あると か、 階級 的 価値で あると 

かいふ こと は 何 を 意味す るか。 大砲の 価値 を 生ぜし め 

る もの は、 その 破壊力で ある。 (芸術の 価値 を 生ぜし 

める ものが 人と 人と を 感情的に 結合す る 等々 にある が 

如く) この 価値 は、 ブル ジョァ の 武器と して 用 ひられ 

る 時と、 プロレタリアの 武器と して 用 ゐられ る 時と で 

は 目的が ちが ふ。 だが 両者と もに 大砲の 破壊力 を 利用 

する ので、 それが なくなって しまへば、 ブル ジョァ に 



ある。 …… そんな わけで マルクス主義の 文学 観 を 示せ 

と 言 はれた つ て、 私たち は 何の 恥づ ると ころも 無く、 

そんな もの、 持ち合せ はあり ませぬ と 率直に、 ぶっき 

ら 棒に 答へ るより 外 はない ので ある」 (新潮、 昭和 二 年 

五月 号 所載 「マルクス主義 文学 観に ついて」) と 言って 

ゐる。 二 年の 間に それ 程 事情が 変った と 思 はない 私 は、 

今 もな ほ 青 野 氏の- J の 言葉 は 大部分 真実で あると 思 ふ。 

だから 私 は 外の 理由で なら 兎も角、 川口 氏の 粗雑 極ま 

る 芸術論 を 支持し ないから とい ふ 理由で、 「彼 は 非 マ 

ルクス 主義 的な 泥沼に 片足 を 踏み こんだ ことになる」 

と 決定され る こと は少々 不服な ので ある。 相手の 議論 



をよ く 理解 もしないで、 自己の 理論 を 何等 整理 もしな 

いで、 少し 勝手の か はった 理論に ぶつ ゝ かると、 彼 は 

非 マルクス 主義者 だとい ふ 目つ ぶし を 投げる の は、 た 

とひ その 人が マルクス主義 者で あっても、 卑怯な マル 

クス 主義で ある こと を 示す。 

(昭和 四 年 八月 「新潮」) 

附記、 この 他、 青木 壮 一郎、 細 田 民樹、 谷川 徹三、 

安田 義 一 諸氏の 主張 を 検討す るつ もりだった が 既に 許 

された 紙面 を 超過した し、 大体 以上の 答への 中に 谷川 

氏 を 除く 諸氏への 解答 は 含まれて ゐ ると 思 ふから、 こ 

れで 一先 づ この 論 稿 を 終る ことにする。 谷川 氏 は 私よ 



り も はっきりと 私と 同じ 問題の 提出の しかた をして、 

ちがった 結論に 到達され た > け に過ぎない。 
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